
                                　　　　地理歴史科　地理Ｂ　シラバス
対象学年クラス：　2年1・3・5・7組（選択）　　　単位数：　３単位

１ 地理歴史科の目標

   世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての理解と認識を深め、国際社会で主

体的に生きる民主的、平和的な国家・社会の一員として必要な自覚と資質を養う。

２ 地理Ｂの到達目標

  現代社会の地理的事象を系統地理的、地誌的に考察し、現代社会の地理的認識を養うとともに、

地理的な見方や考え方を培い、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

  ①自然環境、資源・産業、都市・村落、生活文化等を通して現代世界の特色を探る。

  ②現代の世界を地域（市町村規模、国家規模、州、大陸規模）を通して学ぶ。

  ③現代社会の諸課題（国家間、日本の近隣諸国、環境・エネルギー問題、人口・食糧問題、居

住・都市問題、民族・領土問題）を理解する。

  ④地理Ｂの学習が、世界を捉えるうえで重要であることを理解するとともに、世界の諸問題につ

いて考え、自分の意見を発表する力を身につける。

３ 教材

 教科書：「新詳地理Ｂ」（帝国書院）「標準高等地図--地図でよむ現代社会--」(帝国書院)

 副読本： 「新詳地理資料 COMPLETE 2020」（帝国書院）　…特進クラスのみ

４ 授業方法及び形態

　 教科書・地図帳を多画的に利用し、ノートやプリントををまとめていくことで内容の理解を図

る。講義や 作業・発表が中心となり、時事問題や国際問題など世界の諸地域との関連も深い。他教

科や既学習範囲と授 業の内容を関連づけた学習が必要であり、自ら考え、発表する力も求められ

る。資料や問題プリントを単元 に応じて配布していくので、生徒各自が板書やファイルへのまとめ

をしっかり行うことを意識づける。

５ 評価の観点及び趣旨

関心・意欲・態度‥‥現代世界の地理的な諸課題に対する関心と課題意識を高め，それを意欲的に追

究するとともに，国際社会に主体的に生きる日本人としての責任を果たそうとする。

思考・判断‥‥現代世界の地理的事象から課題を見いだし，それを地域性を踏まえて多面的・多角的

に考察するとともに，国際社会の変化を踏まえて公正に判断する。

資料活用の技能表現‥‥地図や統計，画像など地域に関する諸資料を収集し，有用な情報を選択，

活用することを通して現代世界の地理的事象を追究する技能を身に付けるとともに，追究した過程

や結果を適切に表現する。

知識・理解‥‥現代世界の地理的な諸課題についての基本的な事柄や追究の方法を理解し，その知識

を身に付けている。



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解
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1章　地理情報と地
図
1節　地図の発達
　　1　現代世界の
地図
　　2　世界観の変
化と地図

2

現代世界の地図に
ついて，どのような
技術を利用してつ
くられているかをと
らえ，地図の有用
性に気づくととも
に，時代背景や地
図の中心の違いな
どによって世界観
が変化することに
ついて考察する。

○現代世界の地図
について，さまざま
な技術を利用して
つくられた地図の
読図や比較，地理
情報の地図化など
の活動を通して，
現代世界の地図に
対する関心と課題
意識を高め，それ
を意欲的に追究
し，とらえようとして
いる。

○リモートセンシン
グ・GNSS・GISなど
を利用してつくられ
た地図の有用性に
ついて考察し，そ
の過程や結果を適
切に表現できる。
○時代背景や地図
の中心の違いなど
による世界観を考
察し，その過程や
結果を適切に表現
できる。

○作成方法や世界
観が異なる現代世
界のさまざまな地
図を収集・比較し，
有用な情報を適切
に選択できる。

○リモートセンシン
グ・GNSS・GISなど
現代世界の地図作
りに利用される技
術の特徴と有用性
を理解し，その知
識を身につけてい
る。
○世界地図におけ
る各時代の人々の
世界観の変化を理
解し，その知識を
身につけている。

2節　地図の種類と
その利用
　　1　地球上の位
置
　　2　時差の求め
方
　　3　地球儀とさま
ざまな地図

2

球体としての地球
の特徴をとらえ，緯
度・経度の違いに
よって時差や気候
に違いが生じるメカ
ニズムを考察する。
さらに，球体を平面
に表現した地図の
種類とその利用に
ついても考察し，現
代世界の地理的事
象をとらえる地理的
技能を身につけ
る。

○地図の種類とそ
の利用について，
球体としての地球
の特徴や緯度・経
度の違いによる影
響，地図に表現し
た場合の特性に対
する関心と課題意
識を高め，それを
意欲的に追究し，
とらえようとしてい
る。

○地図の種類とそ
の利用について，
緯度の違いによる
人々の生活への影
響や，球体を平面
に表現した地図の
種類とその利用に
ついて考察し，そ
の過程や結果を適
切に表現できる。

○地球儀を用い
て，地球上の任意
の地点の緯度・経
度を表したり，大陸
間の方位や距離，
時差を示したりする
方法を身につけて
いる。

○球体としての地
球の特徴と位置を
地球儀に示す方
法，これを地図に
表現した場合の各
図法の長所短所に
ついて理解し，そ
の知識を身につけ
ている。

3節　地理情報の
地図化

2

情報の地図化や読
み取りなどの活動
を通して，地図の
有用性に気づくとと
もに，地理情報を
地図上に表現する
際の効果的な表現
方法を考察する。

○地理情報が表現
された地図の作図
や読み取りなどの
活動を通して，地
図の有用性に対す
る関心と課題意識
を高め，それを意
欲的に追究し，とら
えようとしている。

○地理情報を統計
地図化するにあた
り，どのような表現
方法を用いれば適
切な地図がつくれ
るかを考察し，その
過程や結果を適切
に表現できる。

○さまざまな統計
地図から，示された
情報を適切に収集
するとともに，地理
情報を地図化する
際，情報の特性に
応じて地図の形態
を使い分け，適切
な統計地図を用い
ることができる。

○統計地図の種類
や長所短所，適す
る用途を理解し，そ
の知識を身につけ
ている。

2章　地図の活用と
地域調査
1節　地図の活用
2節　身近な地域
の調査
　　1　調査テーマ
の設定
　　2　課題の調査
　　3　調査結果の
まとめと発表

2

地図の活用と地域
調査について，直
接的に調査できる
地域を地形図など
の地図を活用して
多面的・多角的に
調査し，生活圏の
地域的特色をとら
える地理的技能を
みにつける。

○地図の活用と地
域調査について，
地形図の読図や資
料収集などを意欲
的に行い，地域調
査に対する関心と
課題意識を高めて
いる。

○地図の活用と地
域調査について，
地形図や資料を活
用した地域調査を
通して生活圏の地
域的特色を多面
的・多角的に考察
し，その過程や結
果を適切に表現で
きる。

○地形図の読図な
どを通して，調査内
容に関する地域の
情報を適切に収
集・選択できる。

○地域調査の情報
収集から発表まで
の方法や地形図や
空中写真の利用方
法を理解し，その
知識を身につけて
いる。

評　価　規　準

5

月 単元　と　項目 時数
学習の目標（ねら

い）
及び内容

６ 学習指導計画及び評価基準



1章　自然環境
1節　世界の地形
　　1　地形の成因
　　2　地球規模の
大地形
　　3　河川と海岸
の小地形
　　4　そのほかの
特徴的な地形 5

世界の地形につい
て，大地形，小地
形，そのほかの地
形の分布や特徴，
成因について考察
するとともに，災害
や土地利用など人
間生活とのかかわ
りを考察する。

○世界の地形につ
いて，その分布や
特徴，成因などに
ついて関心を高
め，災害や土地利
用など人間生活と
のかかわりについ
て意欲的に追究
し，とらえようとして
いる。

○世界の地形につ
いて，その分布や
特徴を成因と関連
付けて考察するとと
もに，人間生活との
かかわりを多面的・
多角的に考察し，
その過程や結果を
適切に表現でき
る。

○地形図や写真な
どの資料から，有
用な情報を適切に
選択し，その地域
の地形の特徴と成
因を読み取ることが
できる。

○世界の地形につ
いて，分布や特
徴，成因や人間生
活とのかかわりに
ついて理解し，そ
の知識を身につけ
ている。

2節　世界の気候
　　1　気候の成り
立ち
　　2　世界の気候
区分
　　3　気候と植生・
土壌
　　4　変化する気
候 8

世界の気候につい
て，地域ごとの違い
とその要因につい
て理解を深めるとと
もに，気候区ごとの
特徴や人間生活と
の関係を考察す
る。また，地球規模
での気候変動と
人々への影響を考
察する。

○世界の気候につ
いて，地域ごとの気
候の違いや人間生
活との関係に対す
る関心を高め，そ
れを意欲的に追究
し，とらえようとして
いる。

○世界の気候につ
いて，地域ごとの違
いや特徴を，地球
規模の循環現象な
どと関連付けて考
察するとともに，人
間生活とのかかわ
りを多面的・多角的
に考察し，その過
程や結果を適切に
表現できる。

○世界の気候につ
いて，地域や気候
区ごとの違いを示
す雨温図などの諸
資料から，有用な
情報を適切に選択
し，その特徴や相
違点などを読み取
ることができる。

○世界の気候の成
因，各気候区の特
徴，気候変動と異
常気象などについ
て，系統地理的に
とらえる視点や考
察方法，人間生活
への影響などを理
解し，その知識を
身につけている。

3節　日本の自然
の特徴と人々の生
活
　　1　日本の地形
　　2　日本の気候
　　3　開発に伴う
災害と防災

4

日本の自然の特徴
と人々の生活につ
いて，地形や気候
の特徴と，これによ
る自然災害の特徴
を理解するととも
に，土地開発の状
況などもふまえて
防災のあり方を考
察する。

○日本特有の地
形・気候と，これに
よって生じる自然
災害の特徴や防災
のあり方について
関心と課題意識を
高め，それを意欲
的に追究し，とらえ
ようとしている。

○日本の地形や気
候の特徴を，プ
レートや大陸との位
置関係などから考
察するとともに，日
本で発生しやすい
災害の特徴やこれ
に対する防災のあ
り方を多面的・多角
的に考察し，その
要因や課題を適切
に表現できる。

○日本の地形と気
候，自然災害と防
災に関するデータ
や写真などの諸資
料から，有用な情
報を適切に選択
し，日本の地形と
気候，自然災害と
防災の特徴や課題
を読み取ることがで
きる。

○日本の地形と気
候の特徴とこれに
よって生じる自然
災害の特徴や防災
のあり方を理解し，
その知識を身につ
けている。

4節　環境問題
　　1　世界の環境
問題
　　2　さまざまな環
境問題
　　3　日本の環境
問題

3

世界の環境問題に
ついて，その背景
や原因，影響，対
策を多面的に考察
する。また，日本国
内の環境問題につ
いて発生した背景
や問題解決への取
り組みを考察する。

○世界と日本の環
境問題の原因，影
響，対策に対する
関心と課題意識を
高め，それを意欲
的に追究し，とらえ
ようとしている。

○世界と日本の環
境問題の原因，影
響，対策につい
て，自然環境の学
習内容などと関連
付けて多面的・多
角的に考察し，特
徴や地域的な分
布，今後の課題な
どについて適切に
まとめ，表現でき
る。

○世界と日本の環
境問題に関する
データや写真など
の諸資料から，有
用な情報を適切に
選択し，状況変化
の推移や地域差な
どを読み取ることが
できる。

○世界と日本の環
境問題の原因，影
響，対策などを理
解し，その知識を
身につけている。

5
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7 2章　資源と産業
1節　世界の農林
水産業
　　1　農業の発達
と分布
　　2　農業の地域
区分
　　3　現代世界の
農業の現状と課題
　　4　世界の林業・
水産業
　　5　日本の農林
水産業

7

世界の農林水産業
について，自然条
件や社会条件と関
連づけて農業の地
域区分をとらえると
ともに，現代世界の
農林水産業の現状
と課題を考察する。
また，世界のなか
での日本の農林水
産業の課題を考察
する。

○世界の農林水産
業について，現代
世界と日本の農林
水産業に対する関
心と課題意識を高
め，農業の成立条
件などを踏まえて
それらを意欲的に
追究し，とらえようと
している。

○現代世界や日本
の農林水産業の現
状と課題を多面的・
多角的に考察し，
その過程や結果を
適切に表現でき
る。

○現代世界や日本
の農林水産業の生
産や分布の特徴に
関する統計などの
諸資料から，有用
な情報を適切に選
択し，農林水産業
の現状や課題につ
いて読み取ることが
できる。

○世界の農林水産
業について，自然
条件や社会条件の
違いと関連付けて
農業の地域区分や
各農業の特徴を理
解し，その知識を
身につけている。

2節　食料問題
　　1　世界の食料
問題
　　2　発展途上国
の食料問題
　　3　先進国の食
料問題
　　4　日本の食料
問題

4

食料問題につい
て，世界の食料需
給の地域的なかた
よりを大観し，発展
途上国と先進国の
事例を考察する。
また，日本が抱える
食料問題を考察す
る。

○食料問題につい
て，発展途上国や
先進国，日本の食
料問題に対する関
心と課題意識を高
め，それを意欲的
に追究し，とらえよ
うとしている。

○食料問題につい
て，発展途上国や
先進国，日本の食
料問題の状況とそ
の成因を，系統地
理的にとらえる視
点や考察方法を考
察し，その過程や
結果を適切に表現
できる。

○食料の生産と消
費の推移や地域的
かたよりに関する統
計などの諸資料か
ら，有用な情報を
適切に選択し，食
料問題の現状や課
題について読み取
ることができる。

○食料問題につい
て，その要因となり
うる自然条件や社
会条件などを理解
し，それらの対策な
どに関する知識を
身につけている。

3節　世界のエネ
ルギー・鉱産資源
　　1　エネルギー
資源の種類と利用
　　2　化石燃料の
分布と利用
　　3　電力の利用
　　4　鉱産資源の
種類と利用

5

世界のエネル
ギー・鉱産資源に
ついて，それぞれ
の種類や分布，利
用の現状や方法を
考察する。

○世界のエネル
ギー・鉱産資源に
ついて，それぞれ
の資源の特徴や利
用法，分布のかた
よりなどに対する関
心と課題意識を高
め，それを意欲的
に追究し，とらえよ
うとしている。

○世界のエネル
ギー・鉱産資源に
ついて，それぞれ
の資源の特徴や利
用法，分布のかた
よりを，自然環境の
学習内容などをふ
まえて多面的・多
角的に考察し，そ
の過程や結果を適
切に表現できる。

○エネルギー資源
や鉱産資源の生産
や分布に関する統
計などの諸資料か
ら，有用な情報を
適切に選択し，資
源ごとの特徴や問
題点について読み
取ることができる。

○世界のエネル
ギー・鉱産資源に
ついて，その種類
や分布，おもな利
用法などを理解し，
その知識を身につ
けている。

4節　資源・エネル
ギー問題
　　1　現代世界の
資源・エネルギー
問題
　　2　さまざまな資
源・エネルギー問
題
　　3　日本の資源・
エネルギー問題 5

資源・エネルギー
問題について，世
界と日本の資源・
エネルギー問題を
大観し，問題の原
因や近年の動向，
問題解決の取り組
みを考察する。ま
た，日本が抱える
資源・エネルギー
問題を考察する。

○資源・エネル
ギー問題につい
て，生産・消費の不
均衡とさまざまな資
源・エネルギー問
題の動向に対する
関心と課題意識を
高め，それを意欲
的に追究し，とらえ
ようとしている。

○資源・エネル
ギー問題につい
て，生産と消費の
不均衡や利用法の
課題，石油情勢の
背景やこれからの
エネルギー利用の
あり方などを多面
的・多角的に考察
し，その過程や結
果を適切に表現で
きる。

○資源やエネル
ギーの生産と消費
に関する統計など
の諸資料から，有
用な情報を適切に
選択し，国や資源
ごとの特徴や課題
について読み取る
ことができる。

○資源やエネル
ギーの不均衡や石
油情勢，エネル
ギーのあり方などを
理解し，その知識
を身につけている。

9
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5節　世界の工業
　　1　工業の発達
と種類
　　2　工業の立地
とその変化
　　3　世界の工業
地域
　　4　現代世界の
工業の現状と課題
　　5　日本の工業

5

世界の工業につい
て，工業の発達過
程や種類，立地と
その変化，現状と
課題を考察する。
また，日本の工業
の特徴と課題を考
察する。

○世界の工業につ
いて，工業の発達
過程や種類，立地
とその変化，現状と
課題などに関する
関心と課題意識を
高め，それを意欲
的に追究し，とらえ
ようとしている。

○世界の工業につ
いて，工業の立地
や発達に影響をお
よぼす自然条件や
社会条件をふまえ
て工業地域の発達
と変化について多
面的・多角的に考
察し，その過程や
結果を適切に表現
できる。

○工業生産や地域
的分布に関する統
計などの諸資料か
ら，有用な情報を
適切に選択し，国
や種類ごとの特徴
や課題について読
み取ることができ
る。

○世界の工業につ
いて，工業の発達
過程や種類，立地
とその変化，現状と
課題，及び日本の
工業の特徴と課題
を理解し，その知
識を身につけてい
る。

6節　第3次産業
　　1　第3次産業の
発展
　　2　多様化する
観光産業
　　3　日本の観光
産業

3

第3次産業につい
て，その特徴や発
展の背景，地域差
などをとらえるととも
に，世界と日本の
観光業の特徴を考
察する。

○第3次産業につ
いて，近年の動向
や地域差に対する
関心と課題意識を
高め，それを意欲
的に追究し，とらえ
ようとしている。

○第3次産業の地
域差や近年の動向
について，情報化
や国際化進展の影
響などをふまえて
多面的・多角的に
考察し，その過程
や結果を適切に表
現できる。

○商業やサービス
業，観光業の動向
に関する統計など
の諸資料から，有
用な情報を適切に
選択し，第３次産業
の動向や地域差に
ついて読み取るこ
とができる。

○商業やサービス
業，観光業の特色
や動向などを理解
し，その知識を身
につけている。

7節　世界を結ぶ
交通・通信
　　1　世界の交通
網
　　2　情報と通信
の発達

3

世界を結ぶ交通・
通信について，交
通機関の種類や特
徴をとらえるととも
に，通信の発達に
よる世界の一体化
と地域差を考察す
る。

○世界を結ぶ交
通・通信について，
交通機関の種類や
特徴に対する関心
を高めるとともに，
通信の発達による
世界の一体化と地
域差に対する課題
意識を高め，それ
を意欲的に追究
し，とらえようとして
いる。

○交通機関や通信
の発達によって一
体化が進む世界が
抱える課題につい
て，多面的・多角的
に考察し，その過
程や結果を適切に
表現できる。

○各種交通の運行
状況やインターネッ
トなど通信の普及
に関する統計など
の諸資料から，有
用な情報を適切に
選択し，世界を結
ぶ交通・通信網の
分布や地域差につ
いて読み取ることが
できる。

○交通や通信の発
達の状況や一体化
の進行，地域差の
拡大などを理解し，
その知識を身につ
けている。
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8節　現代世界の
貿易と経済圏
　　1　私たちの生
活を支える貿易
　　2　国際分業の
発達と貿易の地域
間格差
　　3　貿易の自由
化と経済連携
　　4　日本の貿易
の現状と課題

3

現代世界の貿易と
経済圏について，
進展する国際分業
の現状と課題，貿
易の自由化と経済
連携の動向を考察
する。また，現代世
界における日本の
貿易の現状と課題
を考察する。

○現代世界の貿易
と経済圏につい
て，国際分業が進
む世界と日本の貿
易の現状に対する
関心と課題意識を
高め，それを意欲
的に追究し，とらえ
ようとしている。

○現代世界の貿易
と経済圏につい
て，国際分業の現
状と課題をふまえ
て，貿易の自由化
と経済連携の動向
と課題を多面的・多
角的に考察し，そ
の過程や結果を適
切に表現できる。

○世界の国家間や
経済圏間の貿易に
関する統計などの
諸資料から，有用
な情報を適切に選
択し，現代世界の
貿易と経済圏の規
模や地域間関係に
ついて読み取るこ
とができる。

○貿易に関する用
語や経済圏の組
織，世界の貿易の
特色や動向などな
どを理解し，その知
識を身につけてい
る。

3章　人口，村落・
都市
1節　世界の人口

3

世界の人口につい
て，その分布の特
徴や動態，人口構
成や人口転換を考
察する。

○世界の人口につ
いて，その分布の
特色や動態，人口
構成や人口転換に
対する関心と課題
意識を高め，それ
を意欲的に追究
し，とらえようとして
いる。

○世界の人口につ
いて，世界の人口
分布のかたよりと人
口増加の原因，人
口構成と人口転換
の考え方，国際的
な人口移動の背景
を多面的・多角的
に考察し，その過
程や結果を適切に
表現できる。

○世界や州別・国
別の人口分布や動
態に関するデー
タ，人口ピラミッドな
どの諸資料から，
有用な情報を適切
に比較・選択し，世
界人口の特色や
国・地域ごとの差異
について読み取る
ことができる。

○世界人口の分布
と動態，人口構成
の特色と人口転換
のしくみを理解し，
その知識を身につ
けている。

2節　人口問題
　　1　世界の人口
問題
　　2　発展途上国
の人口問題
　　3　先進国の人
口問題
　　4　日本の人口
問題

3

人口問題につい
て，世界の人口問
題を大観し，発展
途上国と先進国の
それぞれについ
て，その要因や対
策をとらえる。また，
日本の人口問題の
課題と解決への取
り組みを考察する。

○発展途上国と先
進国のそれぞれに
ついて，人口問題
に対する関心と課
題意識を高め，そ
れを意欲的に追究
し，とらえようとして
いる。

○世界の人口問題
について，発展途
上国と先進国の違
いをふまえて，それ
ぞれの課題を多面
的・多角的に考察
し，その過程や結
果を適切に表現で
きる。

○人口爆発や少子
高齢化の人口動態
に関する統計や事
例などの諸資料か
ら，有用な情報を
適切に比較・選択
し，人口問題の動
向や国・地域ごとの
差異について読み
取ることができる。

○発展途上国，先
進国，日本のそれ
ぞれについて，人
口問題の実態を理
解し，その知識を
身につけている。

3節　村落と都市
　　1　集落の成り
立ち
　　2　村落の形態
と機能
　　3　都市の機能
と生活

4

村落と都市につい
て，その立地条件
や発達の背景，村
落や都市がもつ機
能と人間生活のか
かわりを考察する。

○村落と都市につ
いて，その立地条
件や発達経緯，機
能に対する関心と
課題意識を高め，
それを意欲的に追
究し，とらえようとし
ている。

○村落と都市につ
いて，その立地や
構造を，地域の歴
史や自然条件，社
会条件などをふま
えて多面的・多角
的に比較・考察し，
その過程や結果を
適切に表現でき
る。

○村落や都市の形
態や分布，人口規
模，都市の地域構
造などに関する統
計や地図などの諸
資料から，有用な
情報を適切に選択
し，村落や都市の
有する機能や発達
経緯などについて
読み取ることができ
る。

○村落と都市の立
地条件や，発達の
背景，機能などを
理解し，その知識
を身につけている。

4節　都市・居住問
題
　　1　世界の都市・
居住問題
　　2　発展途上国
の都市・居住問題
　　3　先進国の都
市・居住問題
　　4　日本の都市・
居住問題

4

都市・居住問題に
ついて，世界の都
市・居住問題を大
観し，発展途上国
と先進国のそれぞ
れについて，その
要因や対策をとら
える。また，日本の
都市・居住問題の
課題と解決への取
り組みを考察する。

○発展途上国と先
進国のそれぞれに
ついて，都市・居住
問題に対する関心
と課題意識を高
め，それを意欲的
に追究し，とらえよ
うとしている。

○都市・居住問題
について，世界の
都市・居住問題の
要因や対策をふま
えて，日本の都市・
居住問題の対応と
課題について多面
的・多角的に考察
し，その過程や結
果を適切に表現で
きる。

○発展途上国，先
進国，日本の都
市・居住問題に関
する統計や地図な
どの諸資料から，
有用な情報を適切
に選択し，都市ごと
での問題点の相違
などについて読み
取ることができる。

○発展途上国，先
進国，日本の都
市・居住問題の特
徴や，解決への道
筋などを理解し，そ
の知識を身につけ
ている。
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4章　生活文化，民
族・宗教
1節　世界の衣食
住
　　1　世界の衣食
住の地域的差異
　　2　衣食住の世
界的な画一化
　　3　日本の衣食
住

4

世界の衣食住につ
いて，地域的差異
があることに気づく
とともに，世界的に
画一化が進む現状
を考察する。また，
日本の衣食住の特
徴やその変化を考
察する。

○世界の衣食住に
ついて，地域的差
異が生じていること
に対する関心を高
め，それを意欲的
に追究し，とらえよ
うとしている。

○世界の衣食住に
ついて，さまざまな
衣食住の地域的差
異の背景，世界と
日本の衣食住の変
化と世界的な画一
化の要因を，自然
環境や社会環境の
変化などを踏まえ
て多面的・多角的
に考察し，その過
程や結果を適切に
表現できる。

○世界の衣食住の
写真や分布図，巨
大企業の海外進出
のデータなどの諸
資料から，有用な
情報を適切に選択
し，生活文化の地
域的差異や画一化
の様子について読
み取ることができ
る。

○衣食住の分布や
地域的差異の特
徴，画一化の進展
状況などを理解し，
その知識を身につ
けている。

2節　民族と宗教
　　1　世界の民族・
言語
　　2　世界の宗教

3

民族と宗教につい
て，民族と言語，世
界の宗教の分布や
特徴，生活とのか
かわりについて考
察する。

○民族と宗教につ
いて，その分布や
人々の生活との関
係に対する関心と
課題意識を高め，
それを意欲的に追
究し，とらえようとし
ている。

○民族と宗教につ
いて，民族とは何
かを言語とのかか
わりから，宗教とは
何かを生活とのか
かわりから，多面
的・多角的に考察
し，その過程や結
果を適切に表現で
きる。

○民族と言語や，
宗教と生活のかか
わりに関する写真
などの諸資料から，
有用な情報を適切
に選択し，民族・宗
教の分布や特徴，
生活とのかかわり
について読み取る
ことができる。

○世界の言語分布
や宗教の特徴，生
活とのかかわりなど
を理解し，その知
識を身につけてい
る。

3節　現代世界の
国家

3

現代世界の国家に
ついて，国家と領
域・国境のあり方，
国家と主権の考え
方，さまざまな国家
と国家間の関係の
課題を考察する。

○現代世界の国家
について，その領
域や国境，国家形
態そのものの違い
に対する関心と課
題意識を高め，そ
れを意欲的に追究
し，とらえようとして
いる。

○現代世界の国家
について，国家と
領域・国境のあり
方，国家と主権の
考え方，さまざまな
国家と国家間の関
係の課題を，多面
的・多角的に考察
し，その過程や結
果を適切に表現で
きる。

○領域・国境やさま
ざまな国家に関す
るデータなどの諸
資料から，有用な
情報を適切に選択
し，現代世界の国
家の特徴について
読み取ることができ
る。

○国境と領域のき
まり，さまざまな国
家の分類などを理
解し，その知識を
身につけている。

2 4節　民族・領土問
題
　　1　世界の民族・
領土問題
　　2　多様な原因
をもつ民族・領土
問題
　　3　共生に向け
た取り組み
　　4　日本の領土
をめぐる問題と外
国人との共生

7

民族・領土問題に
ついて，現代世界
の民族・領土問題
を大観し，そのおも
な原因と共生に向
けた取り組みを考
察する。また，日本
の領土をめぐる問
題や日本国内で暮
らす外国人との共
生の課題を考察す
る。

○民族・領土問題
について，そのお
もな原因と共生に
向けた取り組みに
対する関心と課題
意識を高め，それ
を意欲的に追究
し，とらえようとして
いる。

○民族・領土問題
について，世界各
地や日本の事例を
取り上げ，問題が
起こる背景や，これ
を解決して民族が
共生するための方
策を，多面的・多角
的に考察し，その
過程や結果を適切
に表現できる。

○世界各地でお
こっている民族・宗
教や領土に関する
紛争のデータや事
例などの諸資料か
ら，有用な情報を
適切に選択し，民
族・領土問題にお
ける原因の相違点
などについて読み
取ることができる。

○世界各地の民
族・宗教や領土に
関する問題や多文
化共生の取り組み
などを理解し，その
知識を身につけて
いる。

3 1章　現代世界の
地域区分
1節　地域区分とは
何か

8.0

地域区分の目的と
意義を理解し，有
用性に気づく。

○地域区分の目的
や意義をふまえ
て，その有用性に
対する関心を高
め，それを意欲的
に追究し，とらえよ
うとしている。

○地域区分の目的
や意義，有用性に
ついて，多面的・多
角的に考察し，そ
の過程や結果を適
切に表現できる。

○地域区分の目的
や意義をふまえて
さまざまな地域区
分を示した図から
有用な情報を適切
に選択し，読み取
ることができる。

○地域区分の目的
や意義，方法，有
用性を理解し，そ
の知識を身につけ
ている。
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